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【研究内容】 
新規に合成された化合物や天然物から抽出した成分がもつ

未知の生理活性を細胞培養や動物実験あるいは生化学的な手

法を駆使して探索しています。 
 
【研究目的】 
化学物質のもつ知られていない活性を明らかにすることで、化学物質に新たな情報（付加価値）を 

与え新しい用途を生みだす、あるいは既存薬の新しい薬としての再活用や副作用を予測するといった 
場面で有用な情報を提供することを最終的な目的としています。 
 
【今後の展開】	

活性探索の効率化を進めるべく、インフォマティクスを活用した化合物活性の予測についての研究を 
検討しています。  
  
【主な研究テーマ／実績テーマと内容】	

	
 

【企業との共同研究の実績】	

2017-2018 エイチホルスタイン株式会社共同研究	 ほか	

RH 2 -4 1 -2
七員環を特徴と する新規合成レチノ 安息香酸
東京理科大学斉藤慎一ら によっ て合成

レチノ イ ン酸と は異なる様式で
神経突起伸長作用を発揮する
こ と が明ら かと なり まし た。

レチノ イ ン酸の代替と
と し ての検討が進めら れています。

Cista n ch e、 N itra ria
シスタ ンシェ はタ ク ラ マカ ン砂漠域に
みら れるハマウツボ科の
寄生植物で、 中国では
古く から 滋養強壮や長寿に
効く 生薬と し て用いら れて
き まし た。

RK -9 6
環状グアニジン構造を有する新規化合物
東京理科大学斉藤隆夫ら によっ て合成

RK -9 6 にチュ ーブリ ン合成阻害活性が
あるこ と を明ら かと し まし た。 また、 RK -9 6 に
パク リ タ キセル耐性がん細胞の増殖を抑える作用が
あるこ と が示さ れまし た。

Rid a ifen
三成分迅速カ ッ プリ ング法により 東京理科大学
椎名ら によっ て合成さ れたタ モキシフ ェ ン 類縁体

Rid a ifen がリ ソ ソ ーム機能の阻害活性を有する
こ と を明ら かと し まし た。
また、 Rid a ifen の一種に弱い抗マラ リ ア活性
があるこ と が示さ れまし た。

ニト ラ リ アはゴビ砂漠に自生する
ハマビシ科の植物で、 中国では
高血圧の治療に利用さ れています。

こ れら 植物抽出物は抗酸化作用や
抗腫瘍作用などがあると さ れていま
し たが、 新たに強い糖化抑制活性が
あるこ と が明ら かと なり まし た。
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R id a ifen がリ ソ ソ ームに蓄積し ている様子
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